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３．研究実施期間：平成 23～25 年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

気候・生態系変動の影響に適応しながら農業の生産性を向上させる持続可能な農業生

産（生物生産）は、気候変動適応策と生物多様性の保全策にとっての重要課題である。 

本研究では、アジアの農業に対する気候・生態系変動と、社会経済の影響・脆弱性を、

計量・統計モデルや農村調査等を通じて定量的・定性的に評価し、商業的大規模生産方

式と伝統的生産方式の双方のメリットを有機的に活用することで、社会のレジリエンス

（回復力）を強化する戦略の案を提示し、アジア農村地域の持続可能な発展に寄与する

ことを目的とする。 

本研究の成果は、気候変動枠組条約第 16 回締約国会議（COP16）で合意された適応策

の枠組みと REDD+、IPCC 第５次評価報告書等の気候変動政策に加え、生物多様性条約

第 10 回締約国会議（COP10）で採択された愛知目標、SATOYAMA イニシティブ、IPBES

等の生物多様性政策への貢献が期待される。 

 

５．研究項目及び実施体制 

  ①生物生産システムの気候・生態系変動への適応に関する研究（東京大学） 

 

 ②伝統的知識・技術を生かしたレジリエンス強化策に関する研究（国際連合大学） 

 

 ③生物多様性保全と調和した生物生産システムに関する研究（総合地球環境学研究所） 

 

 



６．研究のイメージ 
 

 

 

 

 

 

アジア途上国における生物生産の現状と課題： 

 

 

○科学的な成果でアジアの持続可能な農村地域開発に貢献 
○気候変動政策：カンクン適応フレームワークの構築への貢献 
○生物多様性政策：生物多様性条約と気候変動枠組条約の調和 

将来的な経済成長と人口増に対応した農村地域での食料生産能力の向上が急務 

伝統的な生物生産システムの弱

体化 

気候変動影響（高温障害，洪水

パターン変化，塩水遡上等） 

サブテーマ１：（東大） 
生物生産システムの気候・生態
系変動への適応に関する研究 
 
・生物生産に対する気候・生態系変

動の影響と脆弱性評価 

・レジリエンスの高い生産体系と経

営体系のオプションの提示 

 

サブテーマ３：（地球研） 

生物多様性保全と調和した生

物生産システムに関する研究 

 
・レジリエンス強化に資する生物生

産方式のオプション提示 

・近代的生物生産と伝統的生物生産

双方の改善とモザイク体系の提案 

 

 

サブテーマ２：（国連大） 

伝統的知識・技術を生かしたレ

ジリエンス強化策に関する研究 

 
・伝統的知識･技術の気候・生態系変

動適応に関する有効性評価 

・伝統的知識・技術の有益な地域開

発への活用方策、現状での問題点や

改善点の解明 

 
アジア農村地域を対象に気候・生態系変動に対するレジリエンス強化戦略を策定（サブテーマ 1～3） 
これを可能にするための 
① マルチスケールでの生物生産・経営システムの提案（サブテーマ 1） 
② 伝統的知識・技術を生かしたレジリエンス強化オプションの提示（サブテーマ 2） 
③ モザイク生物生産体系の構築（サブテーマ 3） 

生態系変動影響（生物多様性の

減少，土地劣化等） 

生物生産

システム 

社会 

システム 

生態 

システム 

視点１：気候変動対策と生物多様性保全対策の協働化 

視点３：伝統的な知識・技術の再評価と近代的技術・社会システムとの融合 

視点２：地球環境政策への「レジリエンス」*概念の導入 
（*変化を社会や生態系が吸収し，撹乱後に元の状態に戻る能力） 
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